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１　単　　元　　毎日の生活と健康

２　指導計画（総時数４時間）

３　本　　時（１／４）

　⑴　目標

　　　健康の大切さを認識するとともに，健康によい生活について理解できるようにする。

　⑵　評価規準

　心や体の調子がよいなどの健康の状態は，主体の要因や周囲の環境の要因がかかわっているこ

とがわかる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【知識・理解】

　⑶　指導に当たって

　つかむ・見通す過程では，第三学年から始まる体育科の保健領域の保健について，生涯を通じ

て自らの健康を適切に管理し改善し，健康な生活を送る資質や能力の基礎を培うことを知る。「の

びるくん」を探せゲームを行うことで，子どもたちの健康に対する関心を高め，めあてを焦点化

できるようにする。また，健康の状態について，多くの考えを引き出すための方法として，ブレ

インストーミングの技法を用いることを紹介し，そのよさや留意点を説明して，子どもたちの活

動意欲を高めるようにする。

　深める過程では，「のびるくん」はどんな人だろうということについて，ブレインストーミン

グの技法を用いて行い，グループ毎に肯定的な雰囲気の中で意見をたくさん出せるようにする。

次に，ブレインストーミングで出された意見を，これまでの生活経験から得た知識を元に可視化

できるように付箋紙を操作し，小見出しを付けるなどして分類・整理する。さらに，グループの

意見をまとめることで学び合いを充実させ健康の状態について理解が深まるようにする。

　振り返る過程では，体の調子や生活の様子，気持ちの状態などに整理し，健康の状態とは，心

と体の調子がよい状態であることを理解できるようにする。養護教諭の専門性を生かして，担任

と連携しながら課題を追求していくことで，健康についての知識・理解を深め，これからの生活

に生かしていけるようにする。

授業Ⅱ

３年１組　32名　指導者　　基　永　　　恵

沖　園　良　介

体育科（保健）学習指導略案

　本授業では，以下の検証を行うものである。

○　健康（元気）であることについて，グループ活動の中でブレインストーミングの技法を用い

て，友達の考えと比べたり，出てきた考えをまとめたりしながら，健康に対する関心を高める

ことができたか。
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　⑷　本時の展開　　　　　　　　　〔　〕子どもの意識　　　　　 指導の手立て　　※評価
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